
第８８２回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２８年７月１４日（木）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎１６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８８１回教育委員会会議録の承認について

４ 第８８２回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 議 事

第１号議案 職員の人事について （教 職 員 課）

第２号議案 宮城県産業教育審議会委員の人事について （高 校 教 育 課）

第３号議案 高等学校入学者選抜審議会専門委員の人事について （高 校 教 育 課）

６ 課長報告等

（１）平成２９年度県立高等学校組織編制計画について （教 育 企 画 室）

（２）平成２８年度宮城県学力・学習状況調査結果（速報）について （義 務 教 育 課）

（３）平成２８年度「みやぎ中学生いじめ問題を考えるフォーラム」の開催について （義 務 教 育 課）

（４）平成２８年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について （高 校 教 育 課）

（５）平成２９年度公立高等学校入学者選抜について （高 校 教 育 課）

（６）第４１回全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文２０１７）「第２期生徒企

画委員」委嘱状交付式の開催結果概要について （全国高校総合文化祭推進室）

７ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧 （総 務 課）

（２）平成２８年３月高等学校卒業者の就職内定状況 （高 校 教 育 課）

（３）宮城県美術館夏休み特別企画「どようびキッズ・プログラム～“あそび”

はビジュツのはじまりだ！～」の開催について （生 涯 学 習 課）

（４）宮城県図書館講演会「東北のジュリエットへのラブレター」 （生 涯 学 習 課）

（５）宮城県図書館企画展示「そうだったのか!!パラリンピック」 （生 涯 学 習 課）

（６）東北歴史博物館ワークショップ「現代に活かす伝統の手わざ」 （文化財保護課）

８ 次回教育委員会の開催日程について

９ 閉 会 宣 言



 

平成２９年度県立高等学校組織編制計画について 

 

 

学級減の措置 

  生徒数の減少等に対応するため，次の学校において，第１学年の学級数を１学級減とし

ます。 

 

（本吉地区） 

【Ｈ２８】                  【Ｈ２９】 

                      

 

 

 

 

 

 

（参考）「栗原地区及び本吉地区における県立高校の再編について」（平成２６年７月公表） 

 本吉地区における高校の再編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課長報告（１） 

宮城県気仙沼高等学校全日制課程 

 普通科  ６学級（２４０人） 

宮城県気仙沼高等学校全日制課程 

 普通科  ５学級（２００人） 

気仙沼高校        ６学級（普通科６） 
気仙沼西高校      ３学級（普通科３） 

（平成 26年 4月現在） 

気仙沼高校        ６学級（普通科６） 
気仙沼西高校      ２学級（普通科２） 

気仙沼高校        ５学級（普通科５） 
気仙沼西高校      ２学級（普通科２） 

（仮称）気仙沼高校     普通科６学級 
（平成 30年 4月開校） 

（平成 28年 4月） 
気仙沼西高校 １学級減 

（平成 29年 4月） 
気仙沼高校 １学級減 
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平成２８年度宮城県学力・学習状況調査結果（速報）について 

 

１ 実施状況 

（１）調査の目的 

① 宮城県の児童生徒の学力や学習状況及び学校の学習に係る取組，意識等を調査することによ

り，児童生徒の一層の学力向上に向け，学習指導の改善と家庭学習の充実を図るとともに，今後

の教育施策の企画・立案に活用する。 

② 本調査の結果と全国学力･学習状況調査の結果を関連付けて分析することにより，学校におけ

る教育に関する継続的な検証改善サイクルの確立を図る。 

（２）調査実施期日 

平成２８年４月２６日（火） 

（３）調査対象（仙台市を除く） 

① 小学校５年生及び特別支援学校小学部５年生の全児童 

② 中学校２年生及び特別支援学校中学部２年生の全生徒 

（４）調査事項及び内容 

① 教科に関する調査 

・小学校５年生：国語，算数 

・中学校２年生：国語，数学，英語 

※基礎・基本に関する問題が全体の約８割 

※思考力・判断力・表現力に関する問題が全体の約２割 

② 生活習慣や学習環境に関する質問紙調査 

・児童生徒に対する調査 

・学校に対する調査 

（５）実施校（仙台市を除く） 

① 小学校調査  ２６２校 

② 中学校調査  １４２校 

（６）実施児童生徒数（仙台市を除く） 

① 小学校調査  １０，２９８ 人  

② 中学校調査  １１，０９７ 人  

課長報告（２） 
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２ 調査結果 

（１）教科に関する調査結果 

○ 「全体」，「基礎・基本」及び「思考力・判断力・表現力」の平均正答率は，小５の国語を除い

た教科で「期待値」※１とのかい離が５ポイントの範囲内であり有意差は見られなかった※２もの

の，多くの項目で期待値を下回っている。 

○ 中２の国語の「思考力・判断力・表現力」の平均正答率は，期待値を上回り，経年比較もプラ

スとなっている。 

○ 中２の英語については，「全体」，「基礎・基本」及び「思考力・判断力・表現力」の経年比較

がともにプラスとなっている。 

＜表１＞学年・教科ごとの宮城県平均正答率（全体，基礎・基本，思考力・判断力・表現力） 

 

※１ 「期待値」について 

全国的な水準で期待すべき想定平均正答率を県が設定した参考値である。 

※２ 「有意差は見られなかった」について 

期待値は想定した平均正答率であり，±５ポイントを誤差と捉え，下図のような考え方を設定

している。 

※３ 「期待値との比較」について 

県平均正答率と期待値とのかい離を表した値である。 

※４ 「経年比較」について 

Ｈ２８の「期待値との比較」の値をＨ２７の値と比較したものである。調査年度により，期待値

が異なるため，県平均正答率ではなく「期待値との比較」の値の差によって比較した。 

校 

種 

教 

科 

年

度 

全体 基礎・基本 思考力・判断力・表現力 

県平均 

正答率 

 

期待値 

 

期待値

との 

比較 

※３ 

 

経年 

比較

※４ 

県平均 

正答率 

 

期待値 

 

期待値

との 

比較 

経年 

比較 

県平均 

正答率 

 

期待値 

 

期待値

との 

比較 

経年 

比較 

小
学
校 

国
語 

H28 62.6 69.6 -7.0 
-2.3  

64.5 71.3 -6.8 
-2.1 

51.1 59.0 -7.9 
-3.7 

H27 62.0  66.7  -4.7  64.8  69.5  -4.7  46.0  50.2  -4.2  

算
数 

H28 64.7 65.8 -1.1 
-1.9 

67.3 68.4 -1.1 
-1.4 

57.4 58.6 -1.2 
-4.0 

H27 71.3  70.5  0.8  73.3  73.0  0.3  61.8  59.0  2.8  

中
学
校 

国
語 

H28 67.7 69.6 -1.9 
0.1 

69.3 71.7 -2.4 
-0.9 

60.1 60.0 0.1 
4.2 

H27 62.9  64.9  -2.0  66.8  68.3  -1.5  45.6  49.7  -4.1  

数
学 

H28 58.4 61.2 -2.8 
-1.6 

62.0 65.2 -3.2 
-1.6 

42.6 44.0 -1.4 
-1.6 

H27 61.8  63.0  -1.2  63.3  64.9  -1.6  56.2  56.0  0.2  

英
語 

H28 67.3 68.1 -0.8 
1.9 

72.2 72.5 -0.3 
2.0 

52.2 54.1 -1.9 
1.7 

H27 65.6  68.3  -2.7  71.2  73.5  -2.3  47.5  51.1  -3.6  

 
有意差が認められると判断する範囲（＋） 

＋５ポイント   
 

期 待 値     
          
－５ポイント 

有意差が認められると判断する範囲（－） 
 

 

 

 有意差は認められないと 
判断する範囲 
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（２）小学校第５学年国語の調査結果 

・「教科全体」，「基礎・基本」及び「思考力・判断力・表現力」ともに，期待値を５ポイント

以上下回るとともに，経年比較もマイナスとなっている。 

・「話すこと・聞くこと」については，期待値を下回ったもののかい離は５ポイントの範囲内

であり，有意差は見られない。経年比較はプラスになっている。 

・「書くこと」については，期待値を５ポイント以上下回り，４領域の中で期待値とのかい離

が最も大きくなっている。 

・「読むこと」については，期待値を５ポイント以上下回り，経年比較はマイナスとなってい

る。 

＜表２＞ 領域別平均正答率                                           

分類 区 分 年度 
県平均 

正答率 
期待値 

期待値との 

比較 

経年 

比較 

全体 

・ 

基礎 

・ 

活用 

教科全体 
H28 62.6 69.6 -7.0 

-2.3  
H27 62.0  66.7  -4.7  

基礎・基本 
H28 64.5 71.3 -6.8 

-2.1  
H27 64.8  69.5  -4.7  

思考力・判断力・表現力 
H28 51.1 59.0 -7.9 

-3.7  
H27 46.0  50.2  -4.2  

領域 

話すこと・聞くこと 
H28 64.7 65.6 -0.9 

0.2 
H27 70.5  71.6  -1.1  

書くこと 
H28 56.7 70.4 -13.7 

1.3 
H27 54.8  69.8  -15.0  

読むこと 
H28 58.5 68.7 -10.2 

-6.8 
H27 55.9  59.3  -3.4  

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 
H28 68.1 70.8 -2.7 

-2.1 
H27 68.6  69.2  -0.6  

★正答率度数分布                   ★経年比較 ※５ 

 

 

 

 

 

 

 

 
※５「★経年比較」は，「期待値との比較」の値をグラフ
化し，経年比較を表したものである。以下のグラフにお
いて同じ。 
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（３）小学校第５学年算数の調査結果 

・「教科全体」，「基礎・基本」及び「思考力・判断力・表現力」については，期待値を下回

ったもののかい離は５ポイントの範囲内であり，有意差は見られないが，経年比較はマイナス

となっている。 

・「量と測定」は，昨年度に引き続き期待値を上回るとともに，経年比較もプラスとなってい

る。 

・「数と計算」，「図形」及び「数量関係」については，期待値を下回ったもののかい離は５

ポイントの範囲内であり，有意差は見られないが，経年比較はマイナスとなっている。 

＜表３＞ 領域別平均正答率                                           

 

★正答率度数分布                  ★経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 区 分 年度 
県平均 

正答率 
期待値 

期待値との 

比較 

経年 

比較 

全体 

・ 

基礎 

・ 

活用 

教科全体 
H28 64.7 65.8 -1.1 

-1.9  
H27 71.3  70.5  0.8  

基礎・基本 
H28 67.3 68.4 -1.1 

-1.4  
H27 73.3  73.0  0.3  

思考力・判断力・表現力 
H28 57.4 58.6 -1.2 

-4.0  
H27 61.8  59.0  2.8  

領域 

数と計算 
H28 70.0 72.3 -2.3 

-3.0 
H27 78.9  78.2  0.7  

量と測定 
H28 73.7 70.3 3.4 

3.1 
H27 77.1  76.8  0.3  

図形 
H28 50.5 51.8 -1.3 

-0.7 
H27 65.1  65.7  -0.6  

数量関係 
H28 55.2 55.9 -0.7 

-2.4 
H27 59.2  57.5  1.7  
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（４）中学校第２学年国語の調査結果 

・「教科全体」，「基礎・基本」は，期待値を下回ったものの，かい離は５ポイントの範囲内

であり，有意差は見られない。また，「教科全体」と「思考力・判断力・表現力」は経年比較

でプラスとなっている。 

・「話すこと・聞くこと」は，期待値を上回るとともに経年比較もプラスとなっている。 

・「書くこと」は，期待値を５ポイント以上下回り，経年比較もマイナスとなっている。 

・「読むこと」は，期待値をわずかに下回ったものの，経年比較はプラスとなっている。 

・「言語文化等に関する事項」は，期待値を下回ったものの有意差はなく，経年比較はプラスと

なっている。 

＜表４＞ 領域別平均正答率                                        

★正答率度数分布                   ★経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 区 分 年度 
県平均 

正答率 
期待値 

期待値との 

比較 

経年 

比較 

全体 

・ 

基礎 

・ 

活用 

教科全体 
H28 67.7 69.6 -1.9 

0.1  
H27 62.9  64.9  -2.0  

基礎・基本 
H28 69.3 71.7 -2.4 

-0.9  
H27 66.8  68.3  -1.5  

思考力・判断力・表現力 
H28 60.1 60.0 0.1 

4.2  
H27 45.6  49.7  -4.1  

領域 

話すこと・聞くこと 
H28 74.0 73.5 0.5 

4.6  
H27 76.0  80.1  -4.1  

書くこと 
H28 77.1 82.8 -5.7 

-16.3  
H27 73.2  62.6  10.6  

読むこと 
H28 59.8 60.0 -0.2 

4.2 
H27 55.1  59.5  -4.4  

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 
H28 68.3 71.2 -2.9 

1.1 
H27 60.4  64.4  -4.0  
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（５）中学校第２学年数学の調査結果 

・「教科全体」，「基礎・基本」及び「思考力・判断力・表現力」は，期待値を下回ったものの，

かい離は５ポイントの範囲内であり，有意差は見られないが，経年比較はマイナスとなってい

る。 

・「数と式」，「図形」は期待値をわずかに下回っているものの，経年比較はプラスとなってい

る。 

・「関数」は，期待値を大きく下回り，経年比較もマイナスとなっている。 

・「資料の活用」は，期待値をわずかに下回り，経年比較はマイナスとなっている。 

＜表５＞ 領域別平均正答率                                           

分類 区 分 年度 
県平均 

正答率 
期待値 

期待値との 

比較 

経年 

比較 

全体 

・ 

基礎 

・ 

活用 

教科全体 
H28 58.4 61.2 -2.8 

-1.6 
H27 61.8  63.0  -1.2  

基礎・基本 
H28 62.0 65.2 -3.2 

-1.6 
H27 63.3  64.9  -1.6  

思考力・判断力・表現力 
H28 42.6 44.0 -1.4 

-1.6 
H27 56.2  56.0  0.2  

領域 

数と式 
H28 63.7 65.1 -0.4 

1.7 
H27 66.7  68.8  -2.1  

図形 
H28 64.7 65.2 -0.5 

0.3 
H27 59.3  60.1  -0.8  

関数 
H28 39.7 50.1 -10.4 

-7.1 
H27 57.0  60.3  -3.3  

資料の活用 
H28 55.8 56.3 -0.5 

-5.6 
H27 52.0  46.9  5.1  

 

★正答率度数分布                   ★経年比較 
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（６）中学校第２学年英語の調査結果 

・「教科全体」，「基礎・基本」及び「思考力・判断力・表現力」は，期待値を下回ったもの

のかい離は５ポイントの範囲内であり，有意差は見られない。経年比較は全てプラスとなっ

ている。 

・「聞くこと」は，期待値を上回るとともに，経年比較もプラスとなっている。 

・「読むこと」，「書くこと」は，期待値を下回ったもののかい離は５ポイントの範囲内であり，

有意差は見られない。経年比較はプラスとなっている。 

 

＜表６＞ 領域別平均正答率                                            （単位 ％） 

分類 区 分 年度 
県平均 

正答率 
期待値 

期待値との 

比較 

経年 

比較 

全体 

・ 

基礎 

・ 

活用 

教科全体 
H28 67.3 68.1 -0.8 

1.9  
H27 65.6  68.3  -2.7  

基礎・基本 
H28 72.2 72.5 -0.3 

2.0  
H27 71.2  73.5  -2.3  

思考力・判断力・表現力 
H28 52.2 54.1 -1.9 

1.7  
H27 47.5  51.1  -3.6  

領域 

聞くこと 
H28 79.4 77.5 1.9 

3.1 
H27 77.5  78.7  -1.2  

読むこと 
H28 61.7 63.0 -1.3 

1.8 
H27 63.4  66.5  -3.1  

書くこと 
H28 63.8 65.8 -2.0 

1.4 
H27 58.3  61.7  -3.4  

 

★正答率度数分布                  ★経年比較 
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回答 経年比較 回答 経年比較

H28 71.7 71.2

H27 73.7 70.7

H28 89.6 85.3

H27 91.7 85.4

H28 82.8 79.3

H27 84.8 80.2

H28 84.3 86.3

H27 82.1 78.9

H28 69.9 63.5

H27 66.7 57.0

H28 78.2 64.2

H27 71.9 55.5

H28 48.2 49.4

H27 48.3 40.9

H28 58.1 63.2

H27 57.6 58.6

H28 55.6 25.6

H27 52.7 24.2

H28 21.1 14.8

H27 21.9 12.8

1 先生から声を掛けられたり，励まされたりしますか -2.0 0.5

2 先生はあなたの話を聞いてくれますか -2.1 -0.1

（７）質問紙調査結果の概況

※回答欄の数値は，「当てはまる」，「どちらかといえば当てはまる」の割合を合計した値（％）
※経年比較欄の数値はH28とH27との回答の差

　　【児童生徒質問紙調査の結果】

①　「学力向上に向けた５つの提言」と関連する事項

○　先生から声を掛けられたり，励まされたりすると回答している割合は小５，中２ともに約７割と
　なっている。先生が話を聞いてくれるとする割合は，小５で約９割，中２は８割の半ばとなってい
　る。良いところを認めてくれるとしている割合は小５，中２ともに約８割となっている。
　　また，３つの質問項目の経年比較については，中２の一部項目を除き，マイナスになっている。
○　授業のはじめに目標を示されていると思っている割合は，小５，中２ともに８割を超え，経年比
　較はプラスとなっている。
　　また，授業の終末に振り返る活動をよく行っていると思っている割合は，経年比較はプラスにな
　っているものの小５は約７割，中２は約６割となっている。
○　自分の考えをノートに書くようにしている割合は，経年比較はプラスとなっているものの小５は
　約８割，中２では約６割となっている。
○　家で授業の予習をしている割合は，小５，中２ともに約５割となっており，経年比較については
　小５はマイナス，中２はプラスとなっている。
　　また，復習をしている割合は，小５，中２ともに経年比較はプラスとなっているものの６割前後
　である。
○　平日の家庭での勉強時間について，小５で１時間以上勉強している割合は，経年比較ではプラス
　となっているものの６割未満となっている。
　　また，中２で２時間以上勉強している割合は，経年比較はプラスとなっているものの３割未満と
　なっている。

質　問　事　項 年度
小学校５年生 中学校２年生

5
授業のおわりにその時間の学習内容を振り返る活動が行われて
いると思いますか

3.2 6.5

6 授業で，自分の考えをノートに書くようにしていますか 6.3 8.7

3 先生は，あなたの良いところを認めてくれていると思いますか -2.0 -0.9

4
授業のはじめに先生から（めあて・ねらい）が示されていると
思いますか

2.2 7.4

9
学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれ
くらいの時間，勉強をしますか（塾や家庭教師含む，小学校：
１時間以上，中学校：２時間以上）

2.9 1.4

10
土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらい
の時間，勉強をしますか（塾や家庭教師含む，小学校：２時間
以上，中学校：３時間以上）

-0.8 2.0

7 家で学校の授業の予習をしていますか -0.1 8.5

8 家で学校の授業の復習をしていますか 0.5 4.6
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②　震災の影響と関連する事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

回答 経年比較 回答 経年比較

H28 18.2 9.7

H27 16.7 12.7

H28 17.3 5.9

H27 16.2 5.6

H28 22.0 9.9

H27 22.0 9.3

③　学習の理解度と関連する事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

回答 経年比較 回答 経年比較

H28 89.4 86.3

H27 90.2 85.5

H28 88.6 82.1

H27 89.8 72.5

H28 76.0

H27 72.0

④　基本的な生活習慣と関連する事項

回答 経年比較 回答 経年比較

H28 78.3 78.1

H27 76.7 78.6

H28 90.1 92.3

H27 89.3 92.2

H28 96.0 94.5

H27 96.3 94.4

H28 24.5 24.3

H27 26.1 25.9

H28 10.7 17.1

H27 10.8 16.3

H28 4.8 15.2

H27 3.3 13.6

H28 8.0 30.5

H27 5.7 26.7

H28 38.3 58.0

H27 47.8 66.5

12 突然震災を思い出し，授業に集中できないときがありますか 1.1 0.3

13
突然震災を思い出し，気持ちが落ち着かなくなることがありま
すか

0.0 0.6

○　家庭学習がやりにくくなったと回答している中２の割合はやや減少しているが，他の項目は前年
　度とほぼ変わりが無く，依然として小５においては約２割，中２においては約１割の児童生徒が震
　災の影響を感じていると回答している。

質　問　事　項 年度
小学校５年生 中学校２年生

11

（小）震災があったために，家庭学習がやりにくいですか
1.5 -3.0（中）震災があったために，家庭学習がやりにくくなりました

か

15 算数・数学の授業の内容はよく分かりますか -1.2 9.6

16 英語の授業の内容はよく分かりますか 4.0

○　小５では，国語，算数の授業の内容が分かるとしている割合はほぼ９割となっている。中２で
　は，経年比較はプラスになっているものの，国語で約９割，数学，英語で約８割となっている。

質　問　事　項 年度
小学校５年生 中学校２年生

14 国語の授業の内容はよく分かりますか -0.8 0.8

18 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 0.8 0.1

19 朝食を毎日食べていますか -0.3 0.1

○　毎日，同じくらいの時刻に寝ると回答している小５，中２の割合は，ともに８割をわずかに下回

　り同じくらいの時刻に起きていると回答している小５，中２の割合は約９割となっている。

　　また，朝食を毎日食べると回答している小５，中２の割合は９割を超えているものの，小５の経

　年比較はマイナスとなっている。中２は昨年度と同程度である。

○　平日に３時間以上，テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり，聞いたりしている割合は，小５，中２と

　もに減少している。３時間以上テレビゲーム等をしている割合は，小５で約１割であり，経年比較

　はマイナスとなっている。中２は，２割を下回っているものの，経年比較はプラスとなっている。

○　携帯電話やスマートフォンの所持率が減少する一方，使用時間は増加している。

質　問　事　項 年度
小学校５年生 中学校２年生

17 毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか 1.6 -0.5

22
平日に，携帯電話やスマートフォンを勉強以外で使う時間はどのぐ
らいですか　→３時間以上と回答した割合

1.5 1.6

23
平日に，携帯電話やスマートフォンでＬＩＮＥなどの無料通信アプ
リをどのくらい使っていますか　→１時間以上と回答した割合

2.3 3.8

20
平日に，1日当たりどれくらいの時間，テレビやビデオ・DVDを見た
り，聞いたりしますか（テレビゲームを除く）→３時間以上と回答
した割合

-1.6 -1.6

21
平日に，1日当たりどれくらいの時間，テレビゲーム（コンピュータ
ゲーム，携帯式のゲーム，携帯電話やスマートフォンを使ったゲームを含
む）をしますか→３時間以上と回答した割合

-0.1 0.8

24 携帯電話やスマートフォンを所持している割合 -9.5 -8.5

※20から24については，数値が高いほど，また，比較の値が大きいほど改善の必要性が高い。
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⑤　自尊意識・規範意識と関連する事項

回答 経年比較 回答 経年比較

H28 75.9 66.4

H27 75.4 65.0

H28 92.9 94.0

H27 93.6 93.6

H28 80.2 72.0

H27 82.0 69.7

H28 93.2 93.7

H27 93.7 93.5

H28 92.3 75.0

H27 92.6 75.2

H28 92.9 94.3

H27 92.2 94.1

H28 95.3 94.9

H27 96.3 95.0

回答 経年比較 回答 経年比較

H28 93.6 97.1

H27 90.7 96.6

H28 87.8 86.6

H27 83.5 86.7

H28 89.7 94.4

H27 91.0 91.6

H28 57.6 27.5

H27 64.0 24.5

H28 50.8 21.8

H27 55.4 16.8

H28 72.1 73.2

H27 69.3 67.1

H28 96.9 97.9

H27 98.1 96.5

H28 23.9

H27 19.6

H28 19.7

H27 17.5

H28 100.0

H27 95.8

H28 84.7 94.3

H27 90.3 94.4

質　問　事　項 年度
小学校５年生 中学校２年生

25 自分には，よいところがあると思いますか 0.5 1.4

○　自分には，良いところがあると思っている割合は，小５，中２ともに経年比較はプラスとなって
　いるものの，小５で８割未満，中２は７割未満となっている。
○　学校のきまりを守っているとする割合は，小５，中２ともに９割を上回り，経年比較もプラスと
　なっている。
○　いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思っている割合は，小５，中２ともに９割を
　上回っているものの，経年比較はマイナスとなっている。

28 人の役に立つ人間になりたいと思いますか -0.5 0.2

29 将来の夢や目標を持っていますか -0.3 -0.2

26 ものごとを最後までやりとげてうれしかったことがありますか -0.7 0.4

27 難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦していますか -1.8 2.3

　【学校質問紙調査の結果】

○　中２の数学，英語の指導において，習熟の程度に応じた指導を行っている割合は，前年度に比べ
　増加しているものの，依然低い状況にある。また，小５の算数におけるその割合は，前年に比べ減
　少している。
○　将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導に取り組んでいる学校の割合は，前年度と比べ，
　小５，中２ともに減少している。

質　問　事　項 年度
小学校５年生 中学校２年生

30 学校のきまり（規則）を守っていますか 0.7 0.2

31 いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 -1.0 -0.1

3
国語の指導として，前年度までに，目的や相手に応じて話したり聞
いたりする授業を行いましたか

-1.3 2.8

4
算数・数学の授業において，前年度に，習熟の遅いグループに対し
て少人数による指導を行い，習得できるようにしましたか

-6.4 3.0

1
国語の指導として，前年度までに書く習慣を付ける授業を行いまし
たか

2.9 0.5

2
国語の指導として，前年度までに様々な文章を読む習慣を付ける授
業を行いましたか

4.3 -0.1

7
算数・数学の指導として，前年度までに，計算問題などの反復練習
をする授業を行いましたか

-1.2 1.4

8
英語の授業において，前年度に，習熟の遅いグループに対して少人
数による指導を行い，習得できるようにしましたか

4.3

5
算数・数学の授業において，前年度に，習熟の早いグループに対し
て少人数による指導を行い，発展的な内容を扱いましたか

-4.6 5.0

6
算数・数学の指導として，前年度までに，実生活における事象との
関連を図った授業を行いましたか

2.8 6.1

11 将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導を行いましたか -5.6 -0.1

9
英語の授業において，前年度に，習熟の早いグループに対して少人
数による指導を行い，発展的な内容を扱いましたか

2.2

10
英語の授業において，前年度に，英単語等の反復練習などをする指
導を行い，基礎・基本を習得適すようにしましたか

4.2
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３ 今後の対応 

 

○ 小・中学校ともに全体的に平均正答率が期待値を下回り，経年比較もマイナスとなっていること

から，改めて「学力向上に向けた５つの提言」を実践していく必要性を全学校，全教員に再認識さ

せるよう働き掛けていく。併せて，７月末までには，「算数・数学ステップ・アップ５」の事例集

を県内全ての小・中学校教員へ配布し，算数・数学のみならず他教科にも活用できる学力向上対策

として自校化・実践化を図るとともに，みやぎの先生「授業の技」配信事業において授業づくりに

役立つ動画をｗｅｂで公開し，授業改善を促していく。さらに，９月には全ての小・中学校の研究

主任を対象に研修会を開催し，今回の調査に係る詳細な分析結果を示し，検証改善サイクルの更な

る充実を図っていく。 

 

○ 「先生から声を掛けられたり，励まされたりする」と感じていない児童生徒は約３割，「話を聞

いてくれる」，「良いところを認めてくれる」と感じていない児童生徒も各々，まだ約１割，２割存

在している。このことを重く受け止め，改めてこれらを実践することが，共感的な人間関係の構築

や児童生徒の学習意欲の喚起等，学習の基盤づくりとなることを指導主事訪問や各種研修会，さら

に校長会議や教頭会議等の機会を生かしながら確認し，徹底を図っていく。 

 

○ 補充的な学習の指導や発展的な学習の指導等，習熟の程度に応じた指導に取り組んでいる学校の

割合が低い傾向にある。学習内容の定着に向けて，個々の理解度に応じた指導の充実を図っていく

よう各学校へ促していく。 

 

○ 震災の影響に関する項目では，小５の約２割，中２の約１割の児童生徒がいまだに影響を感じる

と回答している。今後も児童生徒の姿を注意深く見守りながら，継続して子供の心のケアに努め，

落ち着いて学習できる環境の整備を進めていく。 

 

○ 小５，中２ともにテレビ等の視聴時間は減少しており改善傾向が見られる一方で，携帯電話やス

マートフォンを使う時間が増加傾向にある。家庭と協力しながら，携帯電話やスマートフォンの使

い方も含めて，基本的な生活習慣，学習習慣の形成を一層図っていく。 

 

○ 今後，本調査を開始した平成２６年度から３年間の経年比較も含めた調査結果の詳細な分析を進

め，全国学力・学習状況調査の結果分析と連動させながら，市町村教育委員会と連携して学力向上

に向けた具体的な取組を進めていく。 
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平成２８年度「みやぎ中学生いじめ問題を考えるフォーラム」の開催について 

 

 

１ 趣 旨   いじめ問題について中学生同士が学校を越えて話し合い，生徒が主体となって取り組む

いじめ未然防止のアイデアを発信する。また，コミュニケーションスキルを高める指導法

等についての研修を通して，教員のネットいじめ問題への対応力を高める。 

 

２ 内 容   ポスターセッションを取り入れたワークショップ形式の話合いを行い，生徒会等が主体

となったいじめ未然防止の具体策をポスター形式で作成し提案する。また，引率教員を対

象に講演会やデモンストレーションを行う。 

 

３ 期 日  平成２８年８月９日（火） 

 

４ 会 場  宮城県行政庁舎 講堂及び第二入札室  仙台市青葉区本町３丁目８－１ 

 

５ 参加者  公私立中学校生徒１１８名，引率教員５９名（予定） 

 

６ 講 師  生徒対象：ファシリテーター 「みやぎ中学生いじめ問題を考えるフォーラム実行委員会」 

        教員対象：講演会講師  ＮＰＯ法人及び株式会社の担当者 

 

７ 日 程（9:20～9:45 受付：２階講堂前）  

 

(1) みやぎ中学生いじめ問題を考えるフォーラム【生徒対象】（講堂） 

    9:45     開会宣言 

       9:45～10:10 開会行事   

   10:10～11:15 ワークショップ１ 

           いじめとはどのようなことか考える。 

      11:15～12:00  昼食・休憩 

      12:00～12:30  宮城県小・中学校いじめゼロＣＭコンクール表彰式 

   12:30～13:15  ワークショップ２ 

           各校のいじめ未然防止に係る取組について，ポスターセッション形式で発表し合  

          い，グループの考えをまとめる。 

   13:15～14:00 ワークショップ３ 

           いじめを生まない学校づくりのアイデアをポスターにまとめる。 

   14:15～14:50 発表   

      14:50～15:10 閉会行事   

 

(2) スマートフォン等を使ったＳＮＳ上のいじめを含むトラブルの実態とコミュニケーションスキル

を高める指導法等についての研修【教員対象】（第二入札室） 

 

  ① 午前の部（10:15～10:45）授業で活用できる映像教材のデモンストレーション 

                講師：ＮＰＯ法人 企業教育研究会 市野 啓介 氏 

 

  ② 午後の部（12:30～14:00）講演会「ネットいじめを防ぐコミュニケーションスキル」 

                講師：ＬＩＮＥ株式会社 政策企画室 高橋 誠 氏 

課長報告（３） 
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平成２８年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について 

１ 目  的 

（１） 検査問題について検討し，今後の問題作成の改善に役立てる。 

（２） 受験者の学習状況を把握し，中学校・高等学校の学習指導の参考とする。 

２ 学力検査 

・前期選抜・・・国語，数学，英語    ・後期選抜・・・国語，社会，数学，理科，英語 

３ 分析方法 

全日制課程の受験者のうち，前期選抜では，２５校２００人，後期選抜では，５０校４００人

の答案を抽出し，教科ごと，小問ごとにその状況を分析考察した。 

４ 分析結果 

（１） 得点分布 

① 前期選抜・・・冊子４ページ  ② 後期選抜・・・冊子２８～２９ページ 

（２） 各教科の概況 

【前期選抜】 

国語 

 

平均点 59.7点 

文章の大まかな流れや場面ごとの内容の読み取り，漢字の読み書きや

文法事項などの基礎的な力は定着しているが，読み取った内容を整理し，

目的に応じて表現する力に課題がある。 

数学 

 

平均点 47.7点 

基礎的な知識や計算力については定着が見られるが，身近な事象を数

学的に捉え，表，式，グラフ等を活用して考察し表現する力に課題があ

る。 

英語 

 

平均点 55.6点 

基本的な会話表現における内容理解や文法・語彙はよく理解している

が，まとまった英文の内容を読み取る力や，自分の考えや気持ちなどを

英文で表現する力に課題がある。 

       【後期選抜】 

国語 

 

平均点 65.4点 

まとまりのある文章を読んで内容を理解する力や，基本的な文法事項

やことわざなどの知識は身に付いているが，文脈に即して登場人物の心

情や筆者の意図を捉えて，表現する力に課題がある。 

社会 

平均点 61.1点 

基礎事項については概ね定着が見られるが，多数の資料から必要な情

報を正しく選択し，関連付けて表現する力に課題がある。 

数学 

平均点 44.4点 

基礎的な計算力や個々の基本的な知識については定着が見られるが，

それらを活用したり組み合わせて思考したりする力に課題がある。 

理科 

 

平均点 50.5点 

基本的かつ定性的な内容についての選択問題の正答率は高いが，現象

の正確な理解，実験におけるデータ処理や考察する力をみる論述問題の

ような，科学的な思考力や判断力，表現力を必要とする問題において課

題がみられる。 

英語 

 

平均点 61.6点 

会話文における内容理解や基本的な文法・語彙の理解はできているが，

英文を構築するための文法力や語彙力が不十分であるため，英文の内容

を読み取る力や，英語で自分の考えを表現する力に課題がある。 

各教科共通 

（得点率・無答率） 

知識・理解を問う基礎的・基本的な問題の正答率は高いが，思考力・

判断力・表現力を必要とする問題の正答率・得点率が低く，無答率が高

い傾向を示している。 

課長報告（４） 
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１　募集定員

２　日程等

　　　※２：連携型選抜 連携型中高一貫教育を行っている，南三陸町内の２中学校（志津川中，歌津中）の

生徒を対象として，志津川高校において実施

平成２９年度公立高等学校入学者選抜について

平成２９年度 平成２８年度 増減

課長報告（５）

募集定員(全日制課程＋定時制課程) 15,720 15,760 ▲ 40

　　　全日制課程

14,720 14,760 ▲ 40

　　前期選抜 4,846 4,842 4

　　後期選抜※１ 9,874 9,918 ▲ 44

　　　定時制課程

1,000 1,000 0

　　前期選抜 296 308 ▲ 12

　　後期選抜※１ 704 692 12

　通信制課程
　（美田園高校）

500 500 0

　　一期入学者選抜 450 450 0

　　二期入学者選抜 50 50 0

前期選抜・連携型選抜※２ 後期選抜 第二次募集※３

※１：後期選抜の定員は前期選抜後に確定する。

　  　なお，全日制の後期選抜の定員数には，併設型及び連携型中学校からの入学予定者316名を含む。

出願資格
志望する高等学校が事前
に公表する「出願できる
条件」を満たす生徒

前期選抜を受験していない
生徒及び前期選抜に合格し
ていない生徒

前期選抜，後期選抜
のいずれにも合格し
ていない生徒

実 施 日 平成２９年２月１日（水） 平成２９年３月８日（水）
平成２９年３月２２日(水)

　　　　　　　　　　※３

　　　※３：合格者数が募集定員に満たない高校で実施

　　　※４：実施校で決定し，後日公表

実施内容

○３教科の学力検査
  　（国語・数学・英語）

○学校独自検査
　（面接・実技・作文等から
　　　　　　　  １つ以上実施）

○５教科の学力検査
 （国語・社会・数学・理科・英語）

○面接や実技を実施する
　 場合がある

面接，実技，作文，
学力検査（国語・数
学・英語）のいずれ
か１つ又は複数を実
施する場合がある

合格発表 平成２９年２月９日（木） 平成２９年３月１６日（木）
平成２９年３月２２日
(水)･２３日(木)※４
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課長報告（６） 

 

第４１回全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文２０１７） 

「第２期生徒企画委員」委嘱状交付式の開催結果概要について 

 

１ 開催日時 平成２８年７月５日（火） 午後２時から 

 

２ 開催場所 県行政庁舎 講堂 

 

３ 出 席 者 １０２名  

生徒企画委員１期生 38名・２期生 33名 引率教員 12名 

宮城県実行委員会会長 宮城県高等学校文化連盟会長・理事長・事務局長 

推進室職員 14名 

 

４ 生徒企画委員人数構成（7月 5日現在） 

・第１期生徒企画委員 39名 第２期生徒企画委員 33名 

計 72名（男子 16名，女子 56名） 

・生徒企画委員 72名の所属校内訳 

名取 仙台第一 仙台二華 仙台第二 宮城野 松島 古川 

1 6 29 9 5 1 2 

古川工業 築館 石巻好文館 仙台商業 仙台青陵 仙台城南  

8 1 2 1 1 6  

・３年生委員任期終了後の活動人数（9月 1日以降） 

１期生 30名２期生 33名 計 63名（男子 14名，女子 49名） 

 

５ 今後の主なスケジュール 

・平成 28年 7月 28日（木）～31日（日） 

  「2016ひろしま総文視察調査」…広島県内各地 ※生徒企画委員 44名参加予定 

・平成 28年 9月 11日（日） 

  「300日前ＰＲイベント」…泉中央駅付近商業施設 アリオ仙台泉 

・平成 28年 11月 6日（日） 

  「プレ総合開会式」…仙台サンプラザホール 

  「プレパレード」…宮城野通 
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教
育
庁
関
連
情
報
一
覧

（
平
成
２
８
年
６
月
１
４
日
～
平
成
２
８
年
７
月
１
３
日
）

 
 

 

       

１
 

      

○
「
み
や
ぎ
っ
子
ル
ル
ブ
ル
紙
芝
居
演
劇
」
を
開
催

 
 
 
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
促
進
を
目
的
と
し
た
ル
ル
ブ
ル
運
動
の
取
組
の
一
環
と
し
て
，

 

 
県
内
の
保
育
所
，
幼
稚
園
等
の
幼
児
や
児
童
と
保
護
者
を
対
象
に
，「

み
や
ぎ
っ
子
ル
ル
ブ
ル

 

 
紙
芝
居
演
劇
」
を
上
演
し
た
。

 

 
【
概
 
要
】

 

 
 
日
時
・
場
所
 
①
平
成
２
８
年
６
月
１
３
日
（
月
）
築
館
聖
マ
リ
ア
幼
稚
園

 

 
 
 
 
 
 
 
 
②
平
成
２
８
年
６
月
２
５
日
（
土
）
美
里
町
立
小
牛
田
保
育
所

 

 
 
 
 
 
 
 
 
③
平
成
２
８
年
６
月
２
７
日
（
月
）
気
仙
沼
市
立
鹿
折
保
育
所

 

 
 
 
 
 
 
 
 
④
平
成
２
８
年
６
月
２
７
日
（
月
）
東
松
島
市
立
赤
井
小
学
校

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤
平
成
２
８
年
７
月
１
１
日
（
月
）
大
和
町
立
吉
岡
小
学
校

 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑥
平
成
２
８
年
７
月
１
１
日
（
月
）
岩
沼
市
東
児
童
館

 

 
 
 
 
※
上
記
を
含
め
，
年
間
２
０
回
の
上
演
を
予
定

 

 
 
内
 
容
 
 
題
目
「
ア
ー
リ
ー
博
士
と
レ
イ
ト
怪
人
」

 

 
 
 
 
 
 
 
 
親
子
が
ハ
ラ
ハ
ラ
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
，
奇
想
天
外
・
冒
険
活
劇
を
観
る
こ
と
で
，
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
を
学
ぶ
。

 

 
 
上
演
者
 
 
特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
劇
団
仙
台
小
劇
場

 

※
「
み
や
ぎ
っ
子
ル
ル
ブ
ル
紙
芝
居
演
劇
は
，
平
成
２
４
年
度
か
ら
県
内
１
０
０
か
所
以
上
で
上
演
し
て
い
る
。

 
 
 
 
（
担
当
：
教
育
企
画
室
）

 

       

２
 

      

〇
平
成
２
８
年
度

 
栗
原
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
「
人
権
セ
ミ
ナ
ー

 
～
い
じ
め
の
な
い
学
校
づ
く
り
の
方
法
～
」
を
開
催

 

家
庭
や
学
校
で
の
日
常
生
活
の
中
に
，
人
権
が
関
わ
る
多
く
の
事
象
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
と
と
も
に
，

 

一
人
一
人
が
人
権
に
つ
い
て
考
え
，
行
動
す
る
契
機
と
す
る
た
め
，
い
じ
め
問
題
を
テ
ー
マ
に
人
権
セ
ミ

 

ナ
ー
を
開
催
し
た
。
 

【
概

 
要
】
 

 
 
開
催
日
 
平
成
２
８
年
６
月
１
８
日
（
土
）
 

 
 
場
 
所
 
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
浦
島
 

 
 
主
 
催
 
宮
城
県
教
育
委
員
会
，
宮
城
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
，

 

栗
原
市
教
育
委
員
会
，
栗
原
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
 

 
 
内
 
容
 
①
「
こ
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
て
」
 

 
 
 
 
 
 
 
講
師
 
特
定
非
営
利
活
動
法
人
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
み
や
ぎ

 
代
表
理
事
 
小
林
 
純
子
氏
 

②
「
い
じ
め
を
見
過
ご
す
日
常
業
務
の
落
と
し
穴
と
管
理
職
の
役
割
」
 

 
 
 
 
 
 
 
講
師
 
宮
城
県
人
権
擁
護
委
員

 
土
井
 
浩
之
氏
 

 
 
参
加
者
 
栗
原
市
内
小
中
学
校
保
護
者
，
教
職
員
，
教
育
関
係
者
等
 
７
９
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
担
当
：
生
涯
学
習
課
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資
料
配
付
（
１
）
 



- 
2 

-
 

 

     

３
 

  

○
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

 
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
に

 

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高
等
学
校
出
身
の
高
橋
礼
華
選
手
と
松
友
美
佐
紀
選
手
が
出
場

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に

 

決
定
し
た
高
橋
礼
華
選
手
・
松
友
美
佐
紀
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
６
月
２
０
日

 

（
月
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

 
【
大
会
概
要
】
 

 
 
 
大
会
名
 
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 

 
 
 
開
催
日
 
平
成
２
８
年
８
月
５
日
（
金
）
～
２
１
日
（
日
）
※
現
地
時
間
 

 
 
 
種
 
目
 
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス

 
１
６
ペ
ア
が
出
場
 

※
６
／
２
３
付

 
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

    

４
 

   

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
弾
」（

塩
竈
市
）
が
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
 

第
４
７
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
宮
城
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

 

「
弾
（
は
ず
み
）」

の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
６
月
２
７
日
（
月
）
に

 

県
を
表
敬
訪
問
し
た
。
 

【
大
会
概
要
】
 

 
 
 
大
会
名
 
第
４
７
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

 
 
 
開
催
日
 
平
成
２
８
年
８
月
４
日
（
木
）
～
７
日
（
日
）
 

 
 
 
会
 
場
 
福
島
県
福
島
市
 

 （
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
 

     

５
 

   

○
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

 
ボ
ー
ト
競
技
男
子
軽
量
級
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に

 

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
の
大
元
英
照
選
手
（
塩
竈
市
出
身
）
が
出
場

 

ボ
ー
ト
競
技
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に

 

決
定
し
た
大
元
英
照
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
６
月
２
８
日
（
火
）
に

 

県
を
表
敬
訪
問
し
た
。
 

【
大
会
概
要
】
 

 
 

  
大
会
名
 
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 

 
  

 
開
催
日
 
平
成
２
８
年
８
月
５
日
（
金
）
～
２
１
日
（
日
）
※
現
地
時
間
 

 
 

  
種
 
目
 
ボ
ー
ト
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
 
 
２
４
チ
ー
ム
が
出
場
 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
 



- 
3 

-
 

      

６
 

       

○
大
河
原
商
業
高
校
の
生
徒
が
「
お
お
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
で
販
売
会
を
実
施

 

 
 
大
河
原
商
業
高
校
の
商
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
が
，「

お
お
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
で
，

 

県
内
企
業
と
共
同
開
発
し
た
地
域
特
産
の
「
梅
」
商
品
の
販
売
会
を
実
施
し
た
。

 

 【
概

 
要
】

 

 
日

 
程

 
平
成
２
８
年
６
月
１
９
日
（
日
）

 

 
場

 
所

 
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
・
白
石
倉
庫
仙
南
さ
く
ら
営
業
所

 

 
主

 
催

 
大
河
原
町
，
大
河
原
町
観
光
物
産
協
会
，
金
ヶ
瀬
梅
組
合

 

 
販
売
品
 
う
め
ジ
ェ
ラ
ー
ト
，
う
め
飴
，
う
め
ゼ
リ
ー
，
熊
本
県
物
産
品
（
復
興
支
援
）

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

        

７
 

     

〇
白
石
市
等
を
会
場
に
「
み
や
ぎ
総
文

2
01

7
」
囲
碁
部
門
プ
レ
大
会
を
開
催

 
 
 
平
成
２
９
年
夏
に
宮
城
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
「
第
４
１
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

 

（
み
や
ぎ
総
文

2
0

1
7
）」

の
囲
碁
部
門
に
つ
い
て
，
白
石
市
及
び
仙
台
第
一
高
等
学
校
を
会

 

場
に
本
番
を
想
定
し
た
プ
レ
大
会
を
開
催
し
た
。

 

 【
概

 
要
】

 

 
大
会
名
 
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
プ
レ
大
会
【
囲
碁
部
門
】

 

 
 
 
 
 
兼
第
４
０
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会
宮
城
県
大
会

 

 
日

 
程

 
平
成
２
８
年
６
月
２
４
日
（
金
）
～
２
６
日
（
日
）

 

 
会

 
場

 
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
（
白
石
市
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
）

 

 
 
 
 
 
仙
台
第
一
高
等
学
校

 

 
主

 
催

 
第
４
１
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
宮
城
県
実
行
委
員
会
 
ほ
か

 

 
内

 
容

 
６
月
２
４
日
（
金
）

 
段
級
位
認
定
戦

 

 
 
 
 
 
６
月
２
５
日
（
土
）

 
団
体
戦
・
オ
ー
プ
ン
戦

 

 
 
 
 
 
６
月
２
６
日
（
日
）

 
個
人
代
表
選
抜
戦

 

 
参
加
校
数
等
 
１
９
校
，
７
４
人

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（
担
当
：
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
推
進
室
）
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８
 

    

○
「
七
十
七
銀
行
」
が
第
８
７
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
出
場

 

第
８
７
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
東
北
第
２
代
表
と
し
て
出
場
す
る
「
七
十
七
銀
行
（
仙
台
市
）」

 

の
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
６
月
３
０
日
（
木
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
８
７
回
都
市
対
抗
野
球
大
会

 

開
催
日
 
平
成
２
８
年
７
月
１
５
日
（
金
）
か
ら
１
２
日
間

 

会
 
場
 
東
京
ド
ー
ム

 

主
 
催
 
（
公
財
）
日
本
野
球
連
盟
，
毎
日
新
聞
社

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 （
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

）
 

     

９
 

  

○
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
に
佐
藤
あ
り
紗
選
手
（
仙
台
市
出
身
）

 

が
出
場

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
で
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に
決
定
し
た
佐
藤
あ
り
紗

 
 

選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
６
月
３
０
日
（
木
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】
 

 
 

  
大
会
名
 
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 

 
  

 
開
催
日
 
平
成
２
８
年
８
月
５
日
（
金
）
～
２
１
日
（
日
）
※
現
地
時
間
 

 
 

  
種
 
目
 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
 

 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

    １
０

 

 

○
主
に
県
内
中
学
生
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
が
日
本
代
表
と
し
て
第
９
回
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
野
球
選
手
権
大

会
に
出
場
 

日
本
代
表
と
し
て
第
９
回
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
県
内
を
中
心
と
し
た
中
学

生
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
４
日
（
月
）
に
県
を
表
敬
訪
問

し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
９
回
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
野
球
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
７
月
１
７
日
（
日
）
～
７
月
２
５
日
（
月
）

 

開
催
地
 
プ
エ
ル
ト
リ
コ
 
ア
ロ
ー
ヨ
市
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

  



- 
5 

-
 

      １
１

 

   

〇
第
４
１
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
第
２
期
生
徒
企
画
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

  

 
 
公
募
に
よ
り
決
定
し
た
第
４
１
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
第
２
期

 

生
徒
企
画
委
員
に
対
し
，
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
。

 

式
で
は
生
徒
企
画
委
員
を
代
表
し
て
，
仙
台
城
南
高
等
学
校
２
年

 

 
柳
谷
ア
リ
ス
さ
ん
が
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

 

 【
概

 
要
】

 

 
 
開

 
 
催

 
 
日
 
平
成
２
８
年
７
月
５
日
（
火
）

 

 
 
人
 
 
 
 
数
 
３
４
名

 

 
 
受
取
代
表
生
徒
 
名
取
高
等
学
校

 
小
関
 
一
輝
（
１
年
）

 

 
 
そ

 
 
 
の

 
 
 
他
 
第
１
期
生
徒
企
画
委
員
（
３
９
名
）
と
と
も
に
大
会
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
り
ま
す
。

 

（
担
当
：
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
推
進
室
）

 

     １
２

 

  

○
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

 
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
に
三
橋
亜
記
選
手
（
栗
原
市
出
身
）

 

が
出
場

 

ホ
ッ
ケ
ー
女
子
で
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に
決
定
し
た
三
橋
亜
記
選
手

 

及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
６
日
（
水
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】
 

 
 

  
大
会
名
 
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 

 
  

 
開
催
日
 
平
成
２
８
年
８
月
５
日
（
金
）
～
２
１
日
（
日
）
※
現
地
時
間
 

 
 

  
種
 
目
 
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
 

 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

     １
３

 

  

○
20

16
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
及
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ー
プ
ス
に
加
藤
美
奈
選
手
 

（
登
米
高
校
３
年
）
が
出
場

 

カ
ヌ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
日
本
代
表
と
し
て
世
界
選
手
権
及
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ー
プ
ス
へ
出
場
す
る

 

こ
と
が
決
定
し
た
加
藤
美
奈
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
８
日
（
金
）
に
県
を
表
敬

 

訪
問
し
た
。
 

【
大
会
概
要
】
 

 
 

  
①
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
 
 
平
成

28
年

7
月

28
日
（
木
）
～
31

日
（
日
）
 
ベ
ラ
ル
ー
シ
 
ミ
ン
ス
ク
 

②
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ー
プ
ス
 
平
成

28
年

9
月

23
日
（
金
）
～
25

日
（
日
）
 
ハ
ン
ガ
リ
ー
 
セ
ゲ
ド
 

 

 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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-
 

        １
４

 

        

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
「
お
も
て
な
し
講
座
」
を
開
催

 

 
 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
一
環
と
し
て
，
筑
波
大
学
の
江
上
い
ず
み
氏
を

 

 
講
師
に
招
き
，「

お
も
て
な
し
の
心
」
を
テ
ー
マ
に
，
県
内
の
希
望
す
る
小
・
中
・
高
等
学
校

 
 
で
「
お
も
て
な
し
講
座
」
を
開
催
し
た
。

 
 
 

【
概
 
要
】
 

 
 
 
期
 
日
 
平
成
２
８
年
７
月
６
日
（
水
）
～
７
月
８
日
（
金
）
 

 
 
 
場
 
所
 
７
月
６
日
（
水
）
 
加
美
農
業
高
等
学
校
（
１
年
生
 
７
０
名
）
 

 
 
 
 
 
 
 
７
月
７
日
（
木
）
 
名
取
高
等
学
校
（
３
年
生
 
２
７
０
名
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
名
取
市
立
第
二
中
学
校
（
全
学
年
 
３
９
０
名
）

 

 
 
 
 
 
 
 
７
月
８
日
（
金
）
 
石
巻
西
高
等
学
校
（
全
学
年
 
５
８
０
名
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石
巻
市
立
大
須
中
学
校
（
全
学
年
 
１
０
名
）
 

 
 
 
講
 
師
 
江
上
 
い
ず
み
氏
 
（
筑
波
大
学
客
員
教
授
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
演
題
「
お
も
て
な
し
の
心
と
異
文
化
理
解

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
～
」
 

 
 
 
そ
の
他
 
今
年
度
中
に
次
の
日
程
で
も
同
講
座
を
開
催
予
定
 

 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
２
８
年
１
０
月
２
６
日
（
水
）
～
１
０
月
２
８
日
（
金
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
２
８
年
１
１
月
３
０
日
（
水
）
～
１
２
月
２
日
（
金
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

 



H27.9月末 H27.10月末 H27.11月末 H27.12月末 H28.１月末 H28.2月末 H28.3月末 H28.4月末 H28.5月末 H28.6月末 前年同月
増減

(当月－前
年同月）

44.0% 67.6% 84.1% 91.0% 93.8% 97.1% 99.0% 99.5% 99.7% 99.8% 99.7% 0.1%

46.9% 69.7% 85.3% 92.2% 94.6% 97.7% 99.3% 99.7% 99.8% 99.9% 99.8% 0.1%

40.3% 64.8% 82.4% 89.4% 92.7% 96.4% 98.6% 99.2% 99.5% 99.6% 99.5% 0.1%

－ 73.4% － 90.0% － － 97.7% － － － － －

内訳

卒業者 19,839 19,827 19,808 19,790 19,779 19,774 19,753 19,752 19,746 19,746 19,916 -170

進学希望者 14,628 14,689 14,761 14,790 14,767 14,728 14,706 14,710 14,703 14,703 14,899 -196

臨時的仕事希望者 52 82 91 111 149 179 192 194 208 208 266 -58

進路未定者 107 98 90 65 57 50 48 43 33 33 23 10

就職希望者 5,052 4,958 4,866 4,824 4,806 4,817 4,807 4,805 4,802 4,802 4,728 74

県内 4,247 4,103 3,986 3,942 3,919 3,915 3,900 3,895 3,889 3,889 3,844 45

県外 805 855 880 882 887 902 907 910 913 913 884 29

職安・学校紹介 4,198 4,224 4,227 4,227 4,221 4,217 4,209 4,212 4,206 4,205 4,096 109

縁故・自営 167 178 192 193 204 226 235 237 241 242 266 -24

公務員 687 556 447 404 381 374 363 356 355 355 366 -11

就職内定者 2,223 3,350 4,091 4,389 4,509 4,679 4,760 4,780 4,786 4,791 4,713 78

県内 1,712 2,629 3,281 3,538 3,641 3,784 3,854 3,873 3,875 3,880 3,830 50

県外 511 721 810 851 868 895 906 907 911 911 883 28

職安・学校紹介 2,176 3,216 3,710 3,932 4,014 4,126 4,178 4,193 4,194 4,197 4,088 109

縁故・自営 46 82 116 136 166 210 232 235 238 240 259 -19

公務員 1 52 265 321 329 343 350 352 354 354 366 -12

就職未内定者 2,829 1,608 775 435 297 138 47 25 16 11 15 -4

4,153 1,074 695 330 177 168 70 20 13 6 15 -9

【概況】　※（　）内は前年同月

① 就職内定率 ： 　　　     ９９．８％（99.7%）

② 進路希望の割合状況 ： 進　学  　 ７４．５％（74.8%）　 就職　　２４．３％（23.7%）

： 臨時的仕事    １．1％（ 1.3%）　 未定　 　 ０．２％（ 0.1%）

③ 就職希望者の割合　 ： 県　内   　８１．０％（81.3%） 県外　  １９．０％（18.7%）

④ 県内外の内定率　　　 ： 県　内　   ９９．８％（99.6%)　 県外　　９９．８％（99.9%）

⑤ 内定者の割合　　　　 ： 県　内　   ８１．０％（81.3%）　 県外　　１９．０％（18.7%）

⑥ 学科別内定率　　　   

⑦地域別内定状況

⑧宮城労働局発表　県内求人倍率（4月末現在）（職安学校紹介のみ，ただし支援学校・通信制含む）

平成２８年３月高等学校卒業者の就職内定状況（６月末現在）について

全国平均

内
訳

内
訳

内定率

月間受験者数

男子

女子

学科別内定率 普通科 農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 その他 総合学科

平成27年度 99.6% 100.0% 100.0% 99.8% 99.3% 100.0% 97.6% 100.0%

平成26年度 99.3% 100.0% 99.9% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 99.7%

地域別内定率 仙台 大和 石巻 塩釜 古川 大河原 白石 築館 迫 気仙沼

平成27年度 99.8% 100.0% 99.5% 98.9% 100.0% 99.5% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

平成26年度 99.5% 100.0% 99.8% 99.6% 99.9% 99.8% 99.6% 100.0% 99.6% 100.0%

２２年３月卒 ２３年３月卒 ２４年３月卒 ２５年３月卒 ２６年３月卒 ２７年３月卒 ２８年３月卒
県内求人数 4,420 4,238 5,473 7,000 7,977 9,406 9,777
県内求職者数 3,336 3,366 3,071 3,530 3,539 3,429 3,509
求人倍率 1.32 1.26 1.78 1.98 2.25 2.74 2.79

資料配付（２）
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宮城県美術館夏休み特別企画「どようびキッズ・プログラム 

～“あそび”はビジュツのはじまりだ！～」の開催について 
 

宮城県美術館では，小さな子どもたちとその保護者に気軽に美術館を利用していただ

くために，「どようびキッズ・プログラム」を，毎月第一土曜日に実施しています。 

今回，夏休み特別企画として，ゲスト・アーティストを招き，五感を使ったさまざま

な遊びを体験することができるワークショップを下記のとおり開催いたします。 

 

記 

 

１ 日 時 平成２８年８月６日（土）１３：００～１６：３０ 

７日（日）１０：００～１６：００   

 

２ 場 所 宮城県美術館 

（仙台市青葉区川内元支倉３４－１ 代表電話：０２２－２２１－２１１１） 

 

３ 主 催 宮城県 

 

４ 対象者 ５歳～小学生までの子どもとその保護者 

 

５ 参加料 無料 

 

６ 内 容 下記の３つのワークショップを実施します。 

①「ぬりなおし」 

アクリル絵具で本物の車をゴッホ風のタッチで塗りなおします。 

講師：福永照久氏（美術家，名古屋市在住） 

 

②「ビュートレス」 

ガラスに描ける特殊なクレヨンで，窓の向こうの景色を写し取ります。 

講師：河村るみ氏（美術家，名古屋市在住） 

 

③「さがしてみよう ここどこ」 

チームに分かれて館内の気になる場所を探して写真を撮り，相手チームと交換しま

す。写真をヒントに，相手チームの見つけた場所を探し出します。 

講師：牛田康弘氏，梶千春氏（愛知県児童総合センター職員） 

 

 

資料配付（３） 
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①「ぬりなおし」 
アクリル絵具を用い，車（※）の表面を皆で「塗りなおす」という参加型作品です。その際，ゴッ

ホのようなタッチで塗ること，元と同じ色で塗りなおすことなどをルールとします。 

※2007 年に当時の関東自動車工業株式会社（現・トヨタ自動車東日本株式会社）が東京モーターシ

ョーに出展したコンセプトカーです。 

 

講  師 福永照久氏（美術家、名古屋市在住） 

対象年齢 ５歳以上 

実施場所 宮城県美術館正面駐車場（予定） 

実施日時 ８月６日（土）１３：００～１６：３０ 

       ７日（日）１０：００～１２：００／１３：００～１６：００ 

申  込 不要（開催時間中はいつ来ても参加できます。） 

福永照久氏 プロフィール 

１９７２年生まれ。名古屋市在住。愛知教育大学総合造形コース（現 造形文化コース）西洋美術史

専攻卒業。同大学美術科研究生修了後，独学で油画を始める。２００６年より，名古屋市内の「ギャ

ラリーAPA」にて定期的に個展を開催。その他，グループ展やワークショップも多数行う。主なグル

ープ展に「VOCA2003」（上野の森美術館 東京）。主なワークショップに「ぬりなおし」「ドットキブ

ン」（愛知県児童総合センター 愛知）などがある。 

 

＜参考写真＞ 

   

 

②「ビュートレス」 

ガラスに描きふき取ることができる画材「キットパス」を使用し，窓の外に見える景色をなぞる参

加型作品です。 

講  師 河村るみ氏（美術家、名古屋市在住） 

対象年齢 ５歳以上 

実施場所 宮城県美術館創作室前廊下（窓を使用） 

実施日時 ８月６日（土）１３：００～１６：３０ 

       ７日（日）１０：００～１２：００／１３：００～１６：００ 

申  込 不要（開催時間中はいつ来ても参加できます。） 
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河村るみ氏プロフィール 

１９８０年生まれ。名古屋市在住。NUOVA ACCADEMIA DEL BILLE ARTI（イタリア）交換留学。 愛

知県立芸術大学美術研究科大学院油画専攻修了。愛知県内にてパフォーマンスと映像を使ったイン

スタレーションの制作やワークショップを行なっている。 ACC 汗かくメディア２０１１入選ほか受

賞多数。http://kawamurarumi.jimdo.com/ 

 

＜参考写真＞ 

  

 

③「さがしてみよう ここどこ」 

チームに分かれ，館内の気になる場所を探して写真を撮り，チームで交換します。写真をヒントに，

相手チームが見つけた場所を探し出します。 

講  師 牛田康弘氏，梶千春氏（愛知県児童総合センター職員） 

対象年齢 小学生以上 

定  員 各回 10 人程度 

実施場所 館内全体（展示室をのぞく） 

実施日時 ８月６日（土）１３：３０～１５：００ 

       ７日（日）１０：３０～１２：００／１３：３０～１５：００ 

申  込 事前に電話か FAX で参加人数と希望する回を御連絡下さい。 

※愛知県児童総合センターについて 

愛知県長久手市に１９９６年に開館し，県立の大型児童館施設としてユニークな活動を展開してき

た。「アートと遊びとこどもをつなぐメディアプログラム」（通称：汗かくメディア）と題し，子ども

たちがアートを介して五感を駆使し，新たな「人・環境・素材・発想」と交流することで「遊び」を

活性化させるプログラムを全国から公募している。 

 

＜参考写真＞ 
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